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Bisphenol A の塩素付加によるエストロゲン活性の増強 
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Bisphenol A (BPA)は、内分泌かく乱作用が問題提起された当初からそのエストロゲン様活性と毒性と

の関連が注目されてきた化合物の一つである。BPA はプラスチック製品の原料として大量に使われ、

我々が日常摂取する可能性が高く、その上、感熱紙やコピー紙にも使われているため､紙の再生工場な

どから大量に環境水中に放出されている。一方、BPA は次亜塩素酸ナトリウムなどによって容易に塩素

付加されるが、次亜塩素酸ナトリウムは汚泥処理場で消毒剤として使われたり、製紙工場で漂白剤とし

て大量に使われているため、環境中に放出されたBPAには塩素が付加された物も多く含まれている(1)。
我々はこのような塩素付加が、BPA のエストロゲン様活性にどのような影響を与えるか検討したので発

表する。 
塩素付加 BPA のエストロゲンレセプター(ER)への結合性を、in vitro 競合結合試験法、酵母エストロ

ゲンアッセイ(YES)法および酵母 two-hybrid 法で検討した。in vitro での塩素付加 BPA の ER への結合

は, 3,3.-CIBPA > 3,5-CIBPA = 3-CIBPA > BPA > 3,3',5-CIBPA >3,3',5,5'-CIBPA の順に活性の強さが認めら

れたが、酵母を用いた方法ではYES 法においても two-hybrid 法においても、 3,3'-CIBPA > 3,3',5-CIBPA> 
3,5-CI BPA > 3-CI BPA >3,3',5,5'-CIBPA > BPA であった。 In vitro 結合試験と酵母を用いた転写活性化

試験では若干の違いが見られるが、傾向としては塩素付加により活性の増強が認められ、塩素付加によ

る電子求引性や全体の構造に対する影響で活性が変動するものと考えられた。 
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In this study, we determined the estrogenic activity of chlorinated bisphenol A. Bisphenol A is used to produce paper 
and released from many factories that recycle paper. Because bisphenol A is easily chlorinated by sodium hypochlorite, 
bisphenol A in environment may be chlorinated form. The chloninated bisphenol A showed binding activity to estrogen 
receptor in the following order: 3,3,-CIBPA > 3,5-CIBPA = 3-CIBPA > BPA > 3,3',5-CIBPA >3,3',5,5'-CIBPA. On the 
other hand, when we determined the estrogenic activity of chlorinated bisphenol A by using yeast estrogen assay (YES) 
or yeast two-hybrid assay, they showed following order of estrogenic activity: 3,3'-CIBPA > 3,3',5-CIBPA> 3,5-CI 
BPA > 3-CI BPA >3,3',5,5'-CIBPA > BPA. We will discuss about the effect of chlorination to bisphenol A based on the 
structure-activity relationship. 


